
2023年現代の国語 シラバス 

科 目 名 現代の国語 教 科 名 国  語 

学 年 １年 単位数 ２単位 担当者氏名  

 

１． 科目「現代の国語」について 

学習の到達目標 言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的 

に表現する資質・能力を育成することを目指す。 

（１）実社会に必要な国語の知識や技術を身につけるようにする。 

（２）他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の考えを深めることができる

ようにする。 

（３）生涯にわたって読書に親しみ、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態

度を養う。 

使用教科書 「新編 現代の国語」（第一学習社） 

 ・副教材：書きたくなる アシスト常用漢字（数研出版） 

 

２．科目全体の評価の観点の趣旨 

a．知識・技能 ｂ．思考・判断・表現 ｃ．主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技

能を身に付けている。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこ

と」、「読むこと」の各領域におい

て、論理的に考える力や深く共感

したり豊かに想像したりする力

を伸ばし、他者との関わりの中で

伝え合う力を高め、自分の思いや

考えを広げたり深めたりしてい

る。 

言葉を通して積極的に他者や社

会に関わったり、思いや考えを広

げたり深めたりしながら、言葉が

もつ価値への認識を深めようと

しているとともに、読書に親しむ

ことで自己を向上させ、我が国の

言語文化の担い手としての自覚

をもって言葉を効果的に使おう

としている。 

ワークシート 

朝学ドリル 

定期考査 

豆テスト 

 

発表・話し合い 

ワークシート  

発表内容 

レポート 

意見文 

学習態度 

ワークシート 

リフレクションシート 

発表・話し合い 

朝学ドリル 

 

３．観点別学習状況の評価の数量化 

評 価 内    容 判 定 基 準 得  点 

Ａ 十分に理解できると判断されるもの ７５％以上 ３ 

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ３１％～７４％ ２ 

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ３０％未満 １ 

※評価簿の作成を行う。（例：観点別評価簿及び実際評価簿については別紙） 

 

４．各学期及び学年の評価方法 

 各学期及び学年はシラバスで記載する。また、５段階評価においては以下の通り。 

評 価 内 容 評価合計 ５段階評価 

十分満足できると判断されるもののうちで、特に高い程度のもの ７．５～    ５ 

十分満足できると判断されるもの ６．５～７．４ ４ 

おおむね満足できると判断されるもの ５．５～６．４ ３ 

努力を要すると判断されるもの ４．５～５．４ ２ 

努力を要すると判断されるもののうち、特に程度の低いもの ０   ～４．４ １ 

 

                                      

学
期 

月 時
間 

学習内容 

学習内容・（評価の観点） 

及び留意点 

知識 

技能 

思考

判断

表現 

主体

的 

態度 

 

 



 

 

１ 

 
 
 
 
 
 

４ 

 
 

１ 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ガイダンス 

「未知」はいくらでもあ

る  

 

 

 

 

 

・「未知」に対する筆者の捉え方を理解し、自分に照らし

て考えを深める。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係

を理解する。 

・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の主張との関

係を理解しようとしている。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

〇 

○ 

 

 

 

○ 

 
 
 
 
 
 

５ 
 

 

１ 

７ 
 
 

 

 
 

 

読書のしるべ 

言葉の海のオノマトペ 

 

 

 

 

 

 

・読書の意義と効用を理解する。 

・音声と意味との関係から、言語一般およびオノマトペ

の機能的特徴を理解し、音としての言葉への興味を広

げる。 

・積極的にオノマトペを使った短文を作り、語感を磨き

語彙を豊かにしようとしている。 

・自分の考えが的確に伝わるように、根拠の示し方を工

夫する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

６ 

４ 
 
 
 
 
 
 

３ 

 
 

  

   

４ 

話し方の工夫 

 

 

 

情報源の探索と選択 

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。 

・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解する。 

・積極的に場の状況に応じて言葉遣いを選び、学習課題

に沿って使おうとしている。 

・情報の信頼性や妥当性の吟味のしかたを理解する。 

・学んだことをもとに、見通しを持って吟味しようとし

ている。 

○ 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 
 
 

７ 

 

４ 
 
 
 

１ 

実用的な手紙文の書き

方 

 

漢字の学習① 

・依頼文、案内文の形式を理解する。 

・暑中見舞いを書くことで、伝える文章の書き方を工夫

し修得しようとしている。 

・１学期の朝学で学んだ学習範囲を振り返り、定着させ

ようとしている。 

〇  

 

 

○ 

 

〇 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

９ 

 

 

８ 
 

臆病な詩人、街へ出る 

 

・他者との関わりを通して自身の人生や生き方を省みる

筆者の姿に触れ、自分自身を見つめ直す契機とする。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・本文を読んで考えを深め、表現を工夫して自分の体験

や考えを書こうとしている。 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 
 
 
 
 
 

１
０ 

４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

 図書委員のポスター掲

示内容を検討する 

 

 

 

 

社会に対する意見文を

書く 

・与えられた資料と会話文を関連づけながら、課題に即

して必要な情報を読み取り、活用する。 

・読み手からの助言などを踏まえて、目的に応じて書か

れているかを確かめ、書き直す手順を学ぶ。 

・複数の文章から読み取った情報を粘り強く吟味し、文

章の構成に注意してまとめようとしている。 

・意見文とはどういうものかを理解する。 

・目的に応じてテーマを決め、集めた情報の妥当性や信

頼性を粘り強く吟味しようとしている。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

〇 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

１
１ 

 １ 
 
 
 
 

７ 

  
 

２ 

本に親しむ 

 

 

「弱いロボット」の誕生 

・図書館での本の探し方を再確認する。 

・読書体験を通して自身のものの見方や完成を深めよう

としている。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係

を理解する。 

・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握す

る。 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

１
１ 

 

 ・本文を読んでロボットと人間との関係性について考え

を深め、表現を工夫して自分の考えを書こうとしてい

る。 

  ○ 



 

 

２ 

１
２ 

１ 
 
 

５ 

 

漢字の学習② 

 

イースター島になぜ森

がないのか 

・２学期の朝学で学んだ学習範囲を振り返り、定着させ

ようとしている。 

・主張と論拠、個別と一般化など、情報と情報との関係

を理解する。 

・イースター島の歴史について理解し、筆者が提示する

人類と生態系のあり方について考察する。 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

３ 

１ 

３ 

 

 

３ 

イースター島になぜ森

がないのか 

 

論理分析 対比 

 

・本文の解釈を踏まえて持続可能性について考えを深め、

積極的に考えたことをまとめようとしている。 

・文章を分析的に読み、対比構造を用いた論理の展開に

ついて理解する。 

・情報と情報を対比させながら展開する評論を粘り強く

読み、学習課題に沿って論理の展開を分析しようとし

ている。 

  

 

 

〇 

○ 

 

 

 

 

  

〇 

２ 

４ 

 

 

自校の生徒の生活実態

を調査する 

・相手と目的に応じた報告文のあり方を理解する。 

・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方を工夫して、

積極的に報告文を書こうとしている。 

○ ○  

○ 

３ 

３ 漢字の学習③ 

国語の基礎 
・３学期の朝学で学んだ学習範囲を振り返り、定着させ

ようとしている。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 

・学習した語句を使った短文を作って発表し、表現のお

もしろさを味わおうとしている。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

    

 

                                      

  

 

 

評価方法 

観点別評価を実施する。 

○知識・技能   ：朝学漢字ドリル・漢字テスト・定期考査・ワークシート 

○思考・判断・表現：ワークシート・発表・話し合い・レポート・意見文・鑑賞文 

○態 度     ：ワークシート・発表・話し合い・リフレクションシート 


